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のなかで，唯一の豚外分泌機能検査法ともいえる pancreozymirトsecretin (以下 P. -S.) 試験に関して，
種々の検討を行ない，その検査法の診断的意義の検討と更に新しい方法の探索を行なった。
〔方法及び成績〕
122例の対象者に P. 及び S. の各ホルモンを投与して，特殊ゾンデを通じて，十二指腸液を胃液と
混合せぬように分画採取し 以下の成分と液量を測定した。
アミラーゼ…… Somogyi の saccharogenic 法
トリプシン…… Siegelman の合成基質 ※ TAME を用いる方法
蛋白量…...・ H ・.. Lowry-Folin 法
重炭酸塩濃度… Natelson の方法
それぞれの測定方法について検討したが，特にアミラーゼの測定方法に関し saccharogenic 法 (So­
mogyi) と amyloclastic 法( Caraway) の両法の比較検討を行なった。この結果，基質量の差によると推
測される両者に於ける反応様式に明らかな差を認めた。
R即p ち sac吋C
(E :酵素量， P: 反応産物， So: 初期基質量， S: 反応後基質量， k" k2 :定数)
次に P. 又は S. を単独に同一症例に対し，七日間の間隔を置いて投与した結果 P. の腕消化酵素排




















この成績により P. を 50単位宛20分間隔で連続投与して， それぞれの酵素排准量を検討した結果，





2. アミラーゼ測定法に関し， saccharogenic 法と amyloclastic 法との聞に，基質量の差によると推測
される反応様式の差を認めた。















討し，一部豚疾患の成因についても考察を行った。なわ，以上の検討に基づき pancreozymin 2 団連続
投与する新しい牌外分泌機能検査を考案し，その臨床的有用性についても論じた。
以上，勝疾患の病態生理も含め，その研究の進展に成果があったものと認める。
